
 

 

 

家庭への知らせについて 
１．新しい学習指導要領で育む資質・能力 

令和２年度より、新しい学習指導要領がス

タートしています。この学習指導要領の中で

は、「三つの柱」で示された資質・能力をバラ

ンスよく育成することとされました。 

 

① 知識及び技能 
（実際の社会や生活で生きて働く） 

② 思考力、判断力、表現力等 
（未知の状況にも対応できる） 

③ 学びに向かう力、人間性等 
（学んだことを人生や社会に生かそうとする。） 

 

学校では、この資質・能力を教育課程全体や

各教科などの学びを通じて育成しています。

当然評価は、この育成をめざす資質・能力につ

いて評価することになります。 

今までの指導要領では、４観点（国語は５観

点）だったものが、全ての教科で上記の３観点

に整理されました。それにともなって「家庭へ

の知らせ」も３年生より、各教科とも基本的に

この３観点での評価をいたします。（文章表記

のものもあります。） 

低学年については、この３観点それぞれで

なく、総合的に目標に到達できたのかどうか

を評価しています。 

２．目標に準拠した評価 

今学校で行われている評価は、保護者の皆

さんが育った頃の評価とは異なります。「相対

評価」という言葉を聞いたことがあると思い

ます。当時は、集団の中での順位を評価として

いました。Ａは３０％ Ｂは６０％ Ｃは１

０％等、割合を決めて評価していたのです。平

成１０年の指導要領改訂から、目標に準拠し

た評価がなされることになっています。 

これはどういうものかというと、学習指導

要領に示す各教科の目標や内容（三観点で整

理されています）に照らして一人一人の学習

の状況を評価するものです。僕ら教員は、各単

元でどのような力をつけたいかを明確にし、

それぞれの観点の目標をたてます。そして、そ

の目標に到達できるように指導していきます。

この目標を達成できた状況を、家庭への知ら

せでは「○」としています。学習した様々な単

元の状況を総括して評価することになるので、

安定して目標に到達できた状況でないと「○」

となりません。授業の中では、児童の状況をみ

とり（評価し）、その状況に応じて指導してい

きます。（指導と評価の一体化）つまり、児童

一人一人が「○」の状況になるように指導を行

っていくということなのです。子どもたちの

学習状況を評価する１番の意味はここにあり

ます。「○」の評価は、設定した目標に達した

状況であり、中の評価という事ではないと捉

えてください。（低学年は、○と△のみです。） 

では、「◎」「△」は、どうでしょう。設定し

た目標に到達でき、それ以上の学習状況のと

きに「◎」とします。そして、指導をくり返し

ながら学習したけれども、残念ながら目標に

到達できなかった状況を「△」としています。 

各単元でテストも行いますが、この結果が

そのまま評価に結びつくわけではありません。

テストで測れる部分が限定的であるからです。

そのことも同時にご理解ください。 

 

３．家庭への知らせを受け取ったら  

教科等の目標をどこまで達成したかを示し

ているので、お子さんと一緒にご覧いただき、

達成できたところはほめて伸ばしていただく

ように、課題があるところは今後どのように

学習していくのかをともに考え、次の学習へ

の自信や意欲につなげていくようにしてくだ

さい。特に気をつけてほしいことは・・・ 

① 目標に到達できた状況が「○」であること

から、「できる」であればよいと考えて、お

子さんとお話しください。 

② 学びは、お子さん一人一人のものです。

様々なお子さんがいます。躓きも不得意も

それぞれです。たとえ、「△」が多かったと

しても、それは決められた期間、担任がみと

った結果でしかありません。「ダメだ」なん

て決めつけたりせずに、寄り添って、どうし

ていけばよいかを一緒に考えてください。

学習への向かい方や練習の仕方等で、学習

状況はいくらでも変わるからです。 

  できれば、さきに書いたように学び方を

一緒に考えていただけるとよいと思います。 
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